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みだすには「鑑賞者の心理を想像する という、さらなる想像力が要求される。五〇個の なを一七文字並べただけでも、一〇の二九乗という天文学的な組合せが可能だが、日本語になる確率はごくわずかで、しかも名句になる確率となるとほとんどゼロだ。東野圭吾さんの小説のように、 「緻密な伏線、意表を突く展開 強烈な読後感」 いった三拍子そろった作品は、俳句の一万倍もの文字数から成る文章 操る 人芸に支えられている。人間の脳は なぜそな限られた組合わせを発見し、かつ新しいものを創り続けられるのだろうか？
　
作家の脳をと
ことん調べてみ いものだ。
